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第１号議案 平成２８年度 活動報告  

１．１ 各委員会の活動報告 

総務委員会 （委員長）平野輝美 （副委員長）二川真士 (委員)渋谷貞雄 

▶月例会議を開催しました． 

 毎月第４水曜日に月例会議（および運営会議）を開催しました． 

▶顧客台帳の整備 

 昨年度に継続して，様々な活動で得た顧客台帳を整備しました．ただし，十分な活用に至っていな

いものと考え，要対策と思います． 

▶文書を整備 

 東京技術士会書式一式を制定し，ＨＰにて開示しました．また，各種書類や経理関連書類等を随

時整備しました． 

▶マイナンバー等の制定など社会的変化に対応する準備を行いました（随時実施した）． 

▶産業交流展への出展 

 産業交流展２０１６に出展しました． 

▶︎会員名簿と送付名簿を整備しました． 

 

 

財務委員会 (委員長)進藤秀明 (副委員長)渡辺芳照、小峰史郎 

１． 財務処理委員会 

SIG 事業の会計処理方法を明確化するため、委員会を立ち上げ、定款・細則の見直しを実施し

た。委員会メンバーは次に示す。（二宮孝夫、平野輝美、山根幹大、木村稔、深沢潔、進藤秀

明、渡辺芳照、小峰史郎：敬称略）  

細則18条、30条を見直し、直轄事業財務処理フロー、自主事業財務処理フローを明確化し、会

計処理依頼書、出金依頼伝票を更新し、2017/01/25 の理事会で承認された。 

２． 財務処理パッケージとしてソフトの「freee」を使用しているが、従来使用していた勘定科目と

「freee」の勘定科目とが合わず、置き換えを推進中。  

３． 平成２９年度から消費税納入事業者になるため、消費税対応を原則課税か簡易課税）を検討。 

平成２９年２月６日に二宮会長、進藤が練馬西税務署を訪問し、原則課税でよいことを確認した。 

 

事業委員会 (委員長)小佐野市男 (副委員長)武田悦男 

◆勉強会の開催 

・SIG 合同連絡会議の後半時間に勉強会を開催。会員の実務経験・特殊技能に係るテーマについ

て、今期は 11 テーマについて実施。講師は会員 11 名（二宮、山根、熊坂、平泉、深澤、松山、中

島、渡辺孝、竹田、熊田、面来）。 

◆産業交流展 2016 への出展 

・平成 28 年 10 月 31 日（月）～11 月 2 日（水）場所：東京ビッグサイト（小間 N0:機械・金属 105-2） 

・出展社プレゼンテーションの実施（奥田広報委員長）、動くライントレースカーの展示（中島） 

・展示物搬入搬出、ポスター・チラシ等の配布と来場者対応。協力者：二宮、平野、木村、山根、小

峰、竹田、熊田、志澤、平泉、渡辺（芳）、小佐野 

◆外部セミナーの開催企画 

・セミナー企画チーム打合せ（3 回開催）で外部セミナー展開方法等を検討。 

・外部セミナーテーマの募集：8 件の応募をいただく（応募者：熊坂、平泉、志澤、渡辺孝、熊田、 

二川、小佐野）。ステップ１として PEIT 勉強会での講演を依頼。 

・2017 年 3月 9日：日刊工業新聞社業務局イベント事業部の野寺氏と今後の外部セミナーの実施方

法等について打合わせ（二宮、熊田、小佐野）。今後は SIG「セミナー企画センター」で対応する。 
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企画委員会 (委員長)山根幹大 (委 員)熊田成人 

 平成 29 年度中期事業計画 を策定 

「中期事業計画改訂小委員会（リーダー：二宮 孝夫 サブリーダー：二川 真士）」にて見直しが

なされ、2017/01/25 の理事会で承認された。【別紙参照】 

 平成 29 年度活動計画 を策定 

運営委員会にて見直しがなされ、2017/03/25 の理事会で承認された。【別紙参照】 

 

 

広報委員会 (委員長)奥田孝之 (副委員長)片上裕紀 

◆広報パンフレットの印刷 

・ＩＳＯに関する原稿作成（志澤氏、熊田氏）依頼し、広報パンフレットを印刷した(H28/10/31) 
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・マイナンバー関する原稿作成（小佐野氏氏）を依頼し、広報パンフレットを印刷した(H28/11/1) 

 
・会員紹介の原稿（各会員）を依頼し、顔入パンフレットを印刷した(H28/10/12) 

 
◆インターネットを通じた広報の推進 

  勉強会の講演の講演者に Facebook 原稿を依頼し、順次掲載した。 

・Ｈ28.8.5  山根会員「近未来のマテリアルハンドリング研究会」 

・H28.9.14  熊坂会員「ものづくり革新のススメ」 

・H28.10.12 平泉会員「プライバシーマーク取得の極意」 
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・Ｈ28.11.5  深澤会員「知的資産の保護・活用について」 

・H28.12.11 松山会員「合理的な意思決定を支援する技術 aGPSS によるシミュレーション」 

・Ｈ29.2.28 渡辺孝会員「仕事の段取り力強化～仕事の生産性を上げ、確実な成果を上げるには

～」 

・H29.3.4 竹田会員「医療機器メーカの各国法規制 への対応例」 

◆展示会でのプレゼンテーション 

 平成２８年１１月１日、産業交流展において東京技術士会の出展者プレゼンテーションを行った。 

 会場では、小佐野理事の協力を得て東京技術士会の紹介記事を配布した。 

 
 

ＨＰ委員会 (委員長)木村 稔 (副委員長)永田一良 (委 員)石丸顕二、面来周一 

１．ホーム更新 

 ・平成２８年度情報セキュリティ監査企業台帳登録、東京商工会議所より国際展開アドバイザーを委

嘱、第１9 回産業交流展２０１6 出展などを掲載 

２．会社ご案内 

 ・新橋事務所、二番町事務所、東京技術士会紹介の追加、活躍する技術士の削除など 

３．活躍技術士ご紹介（新設） 

 ・部門別、支援項目別の活躍技術士一覧（５５名）を作成し、個別技術士ページにリンク 

４．ＳＩＧ＆サービスメニュー 

 ・新規ＳＩＧを追加：アーカイブ、ISO 構築・改善支援センター 

５．公開している資料 

 ・東京技術士会パンフレット更新、平成２７年度事業報告書、第８回定時総会議事録を追加 

６．会員のページ 

 ・規程類一覧表・管理台帳、規程類付属帳票・様式一覧表、・規格ほかリストを追加・更新 

 ・議事録等追加：第８回定時総会議事録、Ｈ２８年度中期事業計画書、Ｈ２８年度事業計画書・予算

計画書・事業報告書・決算報告書、第４６回～第５１回理事会議事録、第７９回～第９０回運営委

員会議事録、第７６回～第８６回ＳＩＧ合同連絡会議議事録 

 ・会員名簿等更新：会員名簿、・役員会、委員会名簿、【ＳＩＧ】登録メンバー一覧、・メーリングリスト

一覧 

 ・セミナー企画新規追加 

 ・勉強会資料集追加：山根、熊坂、平泉、深澤、松山、中島、渡辺孝、竹田の各会員 

 ・年間主要日程更新 

 ・資料集の収納リスト追加 

７．メーリングリスト／メールアドレス更新：会員、役員、委員会、ＳＩＧ 
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１．２ 各ＳＩＧの活動報告 

  

SIG 名 
（略称： 

リーダー名） 

 
 活動内容の要約 

中小企業支

援センター

（SSC:武田） 

計 
画 

① 公的支援活用：顧客開拓を検討。 

② 東商・活用開拓 
③ 日刊工業新聞・活用開拓 
④ 展示会顧客開拓：  

実
績 

① 助成制度の活用展開不十分 

② ISO セミナー実施（５/２３志澤氏） 

③ 日刊工業訪問[4 月]後、展開不足 

④ 産業交流展、多摩工業交流展に参加 

公的事業協
力センター
（HSC：奥田） 

計 
画 

① 案件情報の収集（ただし他ＳＩＧの活動範囲を除く） 
② 案件受注時は受託先との連絡、会員との連絡調整を行う。 
③ 対応会員募集、受付、名簿等の作成 
④ 業務推進に伴うトラブルへの対応 
⑤ 上記に関連した業務 

実
績 

案件情報を収集し、平成 27 年度補正によるものづくり審査を受注し
た。対応会員を会員内公募した。トラブル対応に努めた結果、大きな
問題はなかった。29年2月から3月実施の審査は、４月入金予定のた
め、30 年度総会で報告予定。 

知的資産経
営支援センタ
ー（IAMS：深

澤） 

計 
画 

① 想定顧客と提供サービス・提供手段の見直し 
② セミナーの実施 

実

績 

① 金融マニュアルの改訂を踏まえて想定顧客として製造業だけでは
なく金融機関も想定 

② 実施できなかった。 

物流効率化
支援センター
（LSC:山根） 

計 
画 

① 地域ＰＦ支援チーム他の活動を通して、ミラサポの専門家派遣の
業務を発掘 
② 東京都および東京電子自治体の物流関連業務を含む案件の入
札に参加 
③ 外部団体と連携して事業領域を拡大 

実
績 

業務が重なり、外部団体の収益事業に参加できなかった 

官公需情報

セ ン タ ー
（KIC：二宮） 

計 
画 

① 都環境局窓口対応業務を受託 
② 都産業労働局次世代イノベー^ション調査業務は、応募資格に適
応できず見送った 
③ 年末に公募予定の上記②業務には対応予定 

④ 水道局 ISO 関連は引き続き受託を狙う 
⑤ 自治体工事監査は多摩地区自治体からの引き合いも増えてきて
いるので引き続き対応 

実
績 

案件を探し、受注を補助する SIG である。売上高等は担当 SIG に計
上。 

ICT 活用支
援センター
（ICTC：木村
稔） 

計 
画 

① 情報セキュリティ監査企業台帳登録と東京都各局セキュリティ監
査業務の受託 
② マイナンバー対応支援メニュー作成と受注活動 
③ 中小企業規模別 ICT 活用支援メニューによる受注活動と受託 
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実

績 

情報セキュリティ監査企業台帳登録は実施したが、受託などはできな

かった。 

海外進出支
援センター
（OSC：二宮） 

計 
画 

① 国際展開アドバイザー登録申請 
② 日本ベース社顧問継続 
③ JICA 案件の調達 

実
績 

① 国際展開アドバイザー登録申請 
② 日本ベース社顧問継続 
③ JICA 案件の調達(セミナー講師) 
④ 国交省海外進出支援（セミナー講師） 

こども理科ク
ラブ （ CSC ：
永田） 

計 
画 

CoREF 副機構長に白水始先生が就任されたので、よく連携して活動
を進める。 
① 中高校理科系先生をサポーとする教材の制作 
② 機械系・電気系・化学系・情報系に分かれた活動の展開 

実

績 

準備段階に終始し、実質的な活動は停滞した。 

技術調査セ
ンター（TIC：
片上） 

計 
画 

① 東京都の各自治体の工事監査の受注活動 
② 東京都内の区役所関連の監査の入札価格決定に必要な情報入
手を強化。 

実
績 

① 三鷹市、昭島市監査業務受注 
② 足立区、練馬区失注 

技術評価セ
ンター（TEC：
平野） 

計 
画 

① 東京都産業労働局創業支援課調査業務を受託すべく活動する．
（受託のための準備活動を行う） 
② ＪＳＴ等の調査業務等を受託すべく活動する． 

実
績 

① 東京都の提示する条件に合致しない．対応を要検討． 
② 適切な業務がない（調査継続） 
③ ふくしまみらいチャレンジプロジェクト支援業務 

表面処理技
術 研 究 会
（ SPTG ： 平

野） 

計 
画 

① セミナー等を計画する（日刊工業新聞と連携を進める） 

実
績 

① セミナー検討を継続，実施は次年度に期待する．  

農業支援セ
ンター（ASC:
平野） 

計 
画 

① パソナの状況によるため，現体制を維持する（特に変更等を行わ
ない） 

実
績 

① 現状維持，特に変更なし． 

環境問題研

究クラブ

（EIRC:佐藤） 

計 
画 

① 都環境局窓口対応業務受託 
② 担当者は五艘、佐藤、佐伯、中野氏 

実
績 

① 都環境局窓口対応業務受託 
② 担当者は五艘、佐藤、佐伯、中村、江藤氏  

中小企業支
援プログラム
(TSP：武田) 

計 

画 

① 公的支援制度活用：顧客サービス。 

 

実
績 

公的支援活用サービスはできなかった（もの補助申請支援で、採択さ

れたが個人的な対応にとどまる。） 

アーカイブス

（ARC：平野） 

 

計 
画 

① 東京技術士会会員の要望により複数案件の出版を進める． 
② ２件の出版を行う（東京技術士会ライブラリシリーズ）． 

実
績 

①，②会員からの提案待ち，継続． 

セミナー企画 計 ① 外部セミナーを開催し、事業者の目標達成・事業発展・事業継続
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センター

（SEMI:小佐

野） 

画 等を支援し、地域経済の発展に寄与する。併せて PEIT 知名度向上
を指向する。メンバー：熊田、志澤、二宮、渡辺（芳） 

実
績 

① 外部セミナー候補案件を募集。新たに 8 件の応募あり。順次
PEIT 勉強会での講演を依頼。 
② 外部セミナー開催方法として外部機関（日刊工業新聞社等）との
連携等を検討中。 

 

１．３ その他 
 実施した主な事業及び新規事業案件を示す． 
 
▶東京都環境局 委託業務 

 「東京都環境局の都庁における対応業務」を落札致しました．平成２８年４月１日から平成２９年３月

３１日に渉る１年間の業務を実施しました．佐藤会員及びパートナーで対応しました． 

 

▶ものづくり助成金評価業務 
 多数の助成金採択件数として実績を残した「ものづくり助成金」について，その技術評価業務を実
施しました．本件は評価件数として極めて多くの件数であり，東京技術士会として組織対応において
効果的であったものと考える． 
 
▶︎技術監査業務 

 主に東京都各市等の業務（技術）監査を受託し，実施しました． 

 

▶︎ふくしまみらいチャレンジプロジェクト支援の実施 

 福島復興プロジェクトとして中小企業庁が実施している「ふくしまみらいチャレンジプロジェクト」に，
技術支援専門家として参加しました．本プロジェクトは次年度（２０１７年度）も継続しております．公的
支援の一環として，本会として積極的に支援しました． 

 


